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��� N௒ߴ૚ݐ෺ʹ͓͚Δดܕ࠯ղମ工ࣄ
ςίϨッϓγεςϜ
༺΁のదࣄղମ工ࡔάϥϯドϓリϯεϗςϧ੺چ

໼　ౡ　ਗ਼　ࢤɾݪ　ࢢ　ӳ　थ

௒高層建物を，লΤωϧΪʔԽをਤりながΒ，पลڥ؀に഑ྀし，安৺・安全にղମすることを೦಄に
։発した「テίレッϓシステム（以下「本システム」という）」を，第 2 ߸物݅として高さ 140 N の変ଇ
わΕる本シߦ間内でۭ࠯した。ดྃ׬にద用しղମをࡔάラϯドϓリϯスϗテϧ੺چの（ঢ়ܗߦأ）ঢ়ܗ
ステムによるղମࣄ޻について，システム֓ཁٴͼ性能，また，実੷を౿まえたࣄ޻内༰を঺հする。
キーワード：テίレッϓシステム，௒高層建物，ղମ，ดۭ࠯間，ジャッキμ΢ϯ

1． はじめに

─の建物֓ཁは，図ࡔάラϯドϓリϯスϗテϧ੺چ
1 にࣔすように，地上部の構଄はమࠎ଄，建物高さ
138.9 N，地上 39 階，ౝ԰ 1 階，地下 2 階のԆচ໘積
67,750 N2 で，1983 年 3 月の։ۀよりดؗさΕる 2011
年 3 月までの 28 年間Ӧۀをߦった。ดؗ後 2011 年 4
月͔Β 6 月までの期間は，東日本大震災にお͚るԾઃ
住୐として࢖用さΕ，その後࠶։発を໨的にղମに
。ったࢸ

本建物のղମࣄ޻は，建物高さが 138.9 N とաڈに
実੷のない建物高さであることにՃえ変ଇ的な建物ܗ
ঢ়により，ࣄ޻の安全性を֬実に֬อするඞཁがあっ
た。また建物の立地৚͔݅Β，ղମࣄ޻中の近ྡڥ؀
΁の഑ྀも最ॏཁ課題となった。そこで，2010 年に
։発をྃ׬し，2011 年に東ژӺ近߫の 105 N のΦフΟ

スϏϧに第 1 ߸物݅としてద用した「本システム」を，
に改ྑ͚޲ࣄ޻のղମࡔάラϯドϓリϯスϗテϧ੺چ
し，第 2 ߸物݅としてద用した。

2．本システムの概要

（1）本システムのコンセプト
本システム（5&$0R&1 SyTteN：5BJTeJ &DoMoHJDBM 

ReQroEVDtJoO SyTteN のུ）は，「ดܕ࠯によるڥ؀
഑ྀ」，「上層階͔Βの安全なղମ」，「ΤωϧΪʔのస
─の三つのίϯηϓト͔Β構成さΕている。図「׵ 2

に本システムのج本֓೦ਤをࣔす。
1 つ໨の「ดܕ࠯によるڥ؀഑ྀ」は，ดۭ࠯間の

内部で全てのղମࣄ޻を݁׬することで૽ࣄ޻Իの཈

特集＞＞＞　建築

写真─ 1　外観写真 図─ 1　建物概要 図─ 2　本システムの概念図
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制，คਖおよͼղମࡐのඈࢄ๷ࢭなどैདྷ໰題となっ
ていた近ྡڥ؀໰題を改ળするうえ，ߥఱީにࠨӈさ
Εͣࣄ޻の஗Ԇが生͡ないこと͔Β޻期୹ॖにܨが
る。ղମによって発生するమࠎやίϯΫリʔトΨラ
は，ดۭ࠯間のఱҪ໘にઃ置したఱҪ૸ߦΫレʔϯに
よってਫ平ൖૹし，テϧハΫレʔϯによってਨ直༲ॏ
をߦう。ดۭ࠯間上部は，既存建物の構଄フレʔムを
ར用することで，Ծઃࡐの࢖用ྔをܰ減した。

2 つ໨の「上層階͔Βの安全なղମ」は，ดۭ࠯間
の中で上層階͔Β 1 フロアないし 2 フロアղମするຖ
に，ดۭ࠯間を下階΁ࣗ動降下するシステムとした。
ղମۀ࡞中，ジャッキμ΢ϯ中など全てのঢ়گ下にお
いて，このดۭ࠯間は耐෩・耐震安全性を֬อで͖る
ようにઃܭをߦった。

3 つ໨の「ΤωϧΪʔのస׵」は，ղମࡐをՙ下Ζ
しするࡍに発生する回生ిྗをແବなく༗効ར用（ফ
අ）するたΊ，ैདྷ，回生఍ث߅により์ిさΕてい
たిྗを஝ి஑（キャύシλ）に஝え，Ϋレʔϯ本ମ
の動ྗのみなΒͣ，Ծઃのి源にもར用で͖るシステ
ムとして։発した。図─ 3 に回生システムの模ࣜਤ
をࣔす。

本システムは，ॏྔ物を高い৔所͔Βՙ下Ζしする
΄ど，発ిྔを多く֬อで͖ること͔Β௒高層建物に
お͚るղମࣄ޻でより効果を発شする。

（2）本システムの環境性能
ᶃ૽ࣄ޻ԻのःԻ効果

本システムは，ดۭ࠯間内で全てのղମࣄ޻をߦう
こと͔Β，ैདྷ的なղମ޻法ではୡ成で͖ないःԻ性
能を実現で͖る。図─ 4 には，ैདྷの上໘がղ์さ
Εているղମ޻法と本システムの，૽ࣄ޻Իの֎部΁
のӨڹのൺֱղੳ݁果をࣔす。ਤより本システムは֎
部΁の૽ࣄ޻ԻӨڹが大෯に௿減で͖，最大 20 E# の
௿減が可能となった。

ᶄࣄ޻คਖのඈࢄ཈制効果
すること࠯は，ःԻ性能とಉ༷ดࢄคਖのඈࣄ޻

で，大෯に཈制さΕる。図─ 5 にैདྷ޻法と，本シ
ステムのࣄ޻คਖの֎部΁のӨڹのղੳ݁果をࣔす。
ਤより，ඈࢄするคਖは，ैདྷ޻法ではೱ度ٴͼ֦ࢄ
するൣғが大෯に大͖くなることがわ͔る。

本システムでは，෩のӨڹが΄΅ແいことにՃえ，
，を合わせて実施することでࡦ཈制ରࢄਫによるඈࢄ
ॏྔൺで 90ˋ以上の཈制効果がಘΒΕる。

（3）本システムによる解体手順
本システムによるඪ४的構築͔Β建物のղମ手ॱを
図─ 6 にࣔす。

ʲ手ॱᶃʳดۭ࠯間構築にར用する既存建物の構଄ମ
のൣғと֎पཆ生଍৔等のԾઃܭըをܾఆし，構଄ղ
ੳで安全性のূݕを実施。

ʲ手ॱᶄʳ֎पཆ生଍৔を最上階෇近の構଄ମより௻
下͛࣋ࢧでઃ置。଍৔をઃ置するൣғは，ղମする層
਺ʴ 1 層෼が෴わΕるようにする。ਫ平ൖૹ用のఱҪ
૸ߦΫレʔϯとਨ直༶ॏ用のテϧハΫレʔϯは，ղମ
手ॱをྀߟしてઃ置৔所およͼൣғをܾఆしઃ置。

ʲ手ॱᶅʳดۭ࠯間をࢧえるたΊのԾઃபとࣗ動降下
させるたΊの༉ѹジャッキのઃ置。༉ѹジャッキはԾ
ઃப内に഑置さΕる。

ʲ手ॱᶆʳดۭ࠯間構築後，最上階֎प部の既存பを
すように最上階の内部பおよͼচ，֎นのղମを実࢒

図─ 3　回生システムの模式図

図─ 4　工事騒音の遮音効果

図─ 5　工事粉塵の飛散抑制効果 
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施。
ʲ手ॱᶇᶈʳดۭ࠯間のՙॏを，既存建物の֎पபを
ՙ。ߦしながΒԾઃப΁ஈ階的にҠڈը的に੾அఫܭ
ॏҠߦは，༉ѹジャッキにֻ͔るՙॏ，ดۭ࠯間の変
位，Ծઃபの࿪みなどをリアϧλイムにܭ測しながΒ
実施。ՙॏを׬全にԾઃபでड͚׵えた後，階高調੔
するたΊの調੔ジャッキμ΢ϯを実施。

ʲ手ॱᶉᶊᶋʳ֎पཆ生଍৔でғまΕている部෼の上
部フロア（ج४階）をղମするຖに，その෼の高さの
ジャッキμ΢ϯを܁りฦし，ղମࣄ޻をਐ௙。

ʲ手ॱᶌᶍᶎʳ֎部ཆ生଍৔が地上にணচするまでղ
ମとジャッキμ΢ϯを܁りฦし，ดۭ࠯間にར用した
既存建物の最上階部෼のղମとڞに༉ѹジャッキなど
のઃඋثػを取り֎し，ดۭ࠯間のղମをྃ׬するこ
とで，本システムによるղମࣄ޻をྃ׬。

3．  旧グランドプリンスホテル赤坂の解体工
事実施内容

（1）工事工程
ղମࣄ޻は，2011 年 9 月より内装ղମおよͼアス

ϕストআࣄ޻ڈよりॱ࣍։࢝し，ۥମղମを 2012 年
6 月より։࢝した。図─ 7 はۥମղମ։͔࢝Βྃ׬ま
でのղମ޻ࣄ޻ఔදをࣔす。本システムの構築は，
2012 年 6 月より 10 月までにྃ׬し，動֬࡞ೝやܭ測
४උなどをߦったのͪ，2012 年 11 月 13 日に第 1 回
໨のジャッキμ΢ϯをߦった。全 17 回のジャッキμ
΢ϯとղମࣄ޻を܁りฦしਐΊ，最ऴジャッキμ΢ϯ

を 2013 年 5 月 18 日にߦい，本システムが地上にணচ
した。その後，֓Ͷ 1 ϲ月間で本システムのղମをߦ
い，2013 年 7 月上०に本ࣄ޻を全てྃ׬した。全޻
ఔ 21 ϲ月間のうͪ，本システムによるۥମղମは，
13 ϲ月間であった。

（2）工事計画
本システムの実施ܭը֓ཁのϞσϧਤを図─ 8 に，

Ծઃபの༷࢓を写真─ 2 にࣔす。
ดۭ࠯間を大ۭ間としてղମۀ࡞の効཰Խをߟえる

上で，既存建物の大ྊは H-500 ʷ 200 ʷ 10 ʷ 16 と߶
性が高くないこと͔Β，1HR' と R' の大ྊおよͼ
R' 立上りのபをར用し，ࣼࡐを௥Ճすることにより

図─ 6　本システムによる解体の手順

図─ 7　解体工事工程表



�6 建設機械施工 Vol.65　No.11　November　2013

トラス構଄のดۭ࠯間を構築した。֎पのཆ生଍৔
は，R' の֎प大ྊより௻下͛方ࣜで 8 ஈઃ置し，ج
४フロア高さ 3 層෼を෴った。3 フロアのうͪ上 2 フ

ロアは࿈ଓしてղମࣄ޻をߦい，下 1 フロアをཆ生଍
৔とۥମをラッϓさせることで，ղମ部ࡐのඈདྷམ下
やۀ࡞һの安全を֬อした。

ดۭ࠯間全ମの૯ॏྔ໿ 1,500 トϯは，Ծઃப 15
本にて負୲させた，Ծઃபはόラϯスをྀߟして建物
֎पに഑置した（図─ 8）。

Ծઃܭըஅ໘を図─ 9 にࣔす。R' のྊ上にՙ下Ζ
し用のΫレʔϯ（テϧハΫレʔϯ）をࠨӈ 2 Օ所にઃ
置し，ఆ֨ՙॏは 8 トϯとした。中ԝ部෇近の既存Τ
レϕʔλシャフト 1 Օ所は，ίϯΫリʔトΨラのՙ下
Ζしઐ用の։ޱとして࢖用した。R' ྊ下には，ਫ平
ൖૹ用のఱҪ૸ߦΫレʔϯを中ԝよりࠨӈに֤ 1 ୆ઃ
置し，ఆ֨ՙॏは 4.9 トϯとした。テϧハΫレʔϯと
ఱҪ૸ߦΫレʔϯは࢖用ঢ়گにより，᫔᫓する৔合が

写真─ 2　仮設柱の仕様

図─ 8　本システムの実施計画概要

図─ 9　仮設計画断面図
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あること͔Β，Τリアηϯαʔを本ମに取り෇͚，ি
ಥ๷ྖࢭҬをΫレʔϯと一ॹにҠ動させることで安全
性を֬อした。本物݅では，ղମۀ࡞はॏػによるѹ
ػॏܕ法とし，খ޻ࡅ 2 ୆，中ܕॏػ 3 ୆の合ܭ 5 ୆
を࢖用した。R' には，̔ 下Ζし用のΫレʔϯΦϖレʔ
λʔࣨ，キャύシλ（テϧハ஝ి஑），ジャッキμ΢
ϯ制御ࣨ，༉ѹジャッキのϙϯϓϢχット，ؾ׵用の
ૹ෩ػ，আਖ装置，ࢄਫ用λϯΫなどを഑置した。下
階では，1' でίϯΫリʔトΨラとスΫラッϓなど，
2' でమࠎ，֎น（アϧϛύωϧ）のղମࡐのू積・
෼ผをߦい，2 フロアでฒۀ࡞ߦをߦうことでղମࡐ
の࢓෼͚およͼൖग़の効཰を上͛た。

（3）本工事におけるジャッキダウン機構
─構の手ॱを図ػ用するジャッキμ΢ϯ࢖回ࠓ 10

にࣔす。ステッϓᶃは 2 フロアのج४階ղମとして，
O' 立上りおよͼ O�1' 立上りのղମࣄ޻をߦう。2
フロアのղମがྃ׬するとカϯψキ 1 を O�2' レϕϧ
͔Β O' にҠ動し，ジャッキμ΢ϯۀ࡞の४උがྃ׬
となる（ステッϓᶄ）。このஈ階ではカϯψキ 1 とカ
ϯψキ 2 がচ上にணচしていてるが，ՙॏはカϯψキ
2 で࣋ࢧしている。࣍に 30 ～ 40 NN のジャッキアッ
ϓをߦうことでՙॏをカϯψキ 2 ͔Βカϯψキ 1 にҠ
し，চ໘よりුいたカϯψキߦ 2 をંりたたみ，降下
の४උྃ׬となる（ステッϓᶅ）。ステッϓᶆではՙ
ॏをカϯψキ 1 で࣋ࢧしつつ，༉ѹジャッキを࢖用し
ジャッキμ΢ϯをߦう。༉ѹジャッキは，ηϯλʔϗʔ
ϧ方ࣜ（写真─ 3）となっており，上部のシリϯμʔ
のϐストϯ動࡞に合わせてジャッキηϯλʔに഑置し
た௻りࡐ（ストラϯドϫイϠʔ）を೺ （࣋άリッϓ）し，

৳͹したジャッキのシリϯμʔをॖΊる動࡞を܁りฦ
すことで，ジャッキμ΢ϯをܧଓする。ジャッキのシ
リϯμʔストロʔΫྔは最大 175 NN であった。ス
テッϓᶇでは，所ఆのジャッキμ΢ϯをྃ׬する直લ
で，ંりたたΜでいた全てのカϯψキ 2 を։͖レϕϧ
֬ೝをߦい，ఆணϞʔド（ՙॏ制御Ϟʔド）によりカ
ϯψキ 2 をணচさせ，Ώっくりとՙॏをカϯψキ 1 よ
りカϯψキ 2 にҠߦする。ステッϓᶈでカϯψキ 1 を
চ上よりҾ͖上͛ジャッキμ΢ϯをྃ׬とし，࠶ͼج
४階ղମࣄ޻を։࢝する。

（4）本システム構築の準備工事
本システム構築の४උࣄ޻は，2012 年 6 月より 10

月までߦった（図─ 7 は԰上階にジࣄ޻র）。४උࢀ
ブΫレʔϯ60 t-Nʷ1120，ػ t-Nʷ2ػを഑置して（図
─ 11，写真─ 4），଍৔の௻り上͛，補強ࡐの༲ॏٴ
ͼ取෇͚，Ծઃப，ఱҪ૸ߦΫレʔϯおよͼテϧハΫ
レʔϯのઃ置・組立などをߦった。その後，༉ѹジャッ
キのઃ置およͼ調੔をߦい，1HR' に԰ࠜを施޻し，

写真─ 3　ジャッキストローク状況

図─ 10　ジャッキダウンシステム
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ԾઃΫレʔϯのղମ・ఫڈにより本システムの構築を
。の一部をࣔすࣄ޻とした。以下に४උྃ׬

֎पཆ生଍৔は，地上部で࿮組み଍৔，๷Իύωϧ
およͼಁޫύωϧなどを組み立て，ジブΫレʔϯによ
り௻り上͛，ઃ置した（写真─ 5）。૯਺ 35 Ϣχット
を，1 Ϣχット౰たり 4 ～ 5 トϯఔ度のॏྔとし，௻
り上͛後は R' の既存֎प大ྊより࣋ͪग़したブラ

έットమࠎにより௻下͛方ࣜでݻఆし，ਵ࣌ྡとの࿈
݁をߦうことで全प࿈݁をߦった。本システム構築׬
ྃ後のج४階中ԝ部͔Βの内観を写真─ 6 にࣔし，
Ծઃபઃ置ྃ׬後のঢ়ଶを写真─ 7 にࣔす。

（5）本システムによる解体工事
本システムによるղମࣄ޻は，2012 年 11 月上०よ

り։࢝し 2013 年 7 月上०にྃ׬した。建物のղମは，
図─ 8 でࣔしたように，ج४階高：3.2 N とジャッキ
μ΢ϯ回਺の࡟減による޻期୹ॖのメリットより，2
フロア（6.4 N）ຖのジャッキμ΢ϯとしてࣄ޻をਐ
Ίた。全 17 回のジャッキμ΢ϯとج४階ղମࣄ޻を
をਐΊた。ॳ回のジャッキμ΢ϯࣄ޻りฦしながΒ܁
は，ดۭ࠯間のՙॏを既存建物の֎पப͔Β本システ
ムのԾઃபにҠߦ後，階高調੔を໨的としてߦった。
ՙॏҠߦ直後͔Βดۭ࠯間全ମڍ動を֬ೝするたΊ，
ॏྔٴͼ変位，֤Ծઃபにֻ͔るՙॏٴͼ࿪みなどの
。ଓ的に実施したܧ測をܭ

をػは，ॏࣄ޻४階のղମج 5 ୆࢖用して 1 αイΫ
ϧ（2 フロア）8 日間をج本としてߦった。1 ～ 6 日
໨までに 2 フロアのۥମٴͼ֎นのղମを実施し，7
日໨にはॏػを下階にҠ動したうえ৔内੔ཧおよͼ
ジャッキμ΢ϯの४උをྃ׬し，8 日໨にジャッキμ
΢ϯをߦった。

第 16 回໨のジャッキμ΢ϯで֎प଍৔が地上にண
চした。その後，֎प଍৔をࣗ立させトラス԰͔ࠜΒ
੾り཭すࣄ޻をߦった。第 17 回（最ऴ回）ジャッキ
μ΢ϯでは，ࣗ立した֎प଍৔の内ଆにトラス԰ࠜを

図─ 11　仮設クレーン計画

写真─ 4　仮設クレーン

写真─ 5　足場工事

写真─ 6　内部中央

写真─ 7　仮設柱
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構築した 1HR' と R' をスライドさせྃ׬とした。
その後は໿ 1 ϲ月を͔͚，༉ѹジャッキٴͼԾઃΫ
レʔϯのఫڈ，଍৔のղମとڞに 1HR' と R' のղ
ମをߦい，最後にԾઃபのఫڈをߦうことでղମࣄ޻
の全޻ఔをྃ׬した。

֤回のジャッキμ΢ϯのঢ়گを写真─ 8 にࣔし，
֤回ຖのジャッキμ΢ϯຖの建物高さのਪҠを写真─
9 にࣔす。

4．おわりに

回ࠓ 140 N の௒高層建物を本޻法テίレッϓシス
テムにてղମをしたことで，本޻法の特徴であるด࠯
。法の༗効性を改Ίて実ূすること͔で͖た޻ղମܕ

લ回のద用物݅が成ܕな建物ܗঢ়であったのにରし
て，ࠓ回はඇ成ܕの変ଇܗঢ়の建物΁のద用であり，
建物ܗঢ়の制໿にରして，このテίレッϓシステムが
ॆ෼にରԠで͖ることを֬ೝした。

௒高層建物のղମは，国内のみなΒͣւ֎でもඞཁ
にഭΒΕており，ࠓ後࠶։発などによる建てସえधཁ

が૿えた৔合は，ैདྷܕ（ւ֎でのര破ղମもؚΉ）
のղମ޻法ではなく，あΒΏるҙຯでڥ؀に഑ྀさ
Ε，౎ܕࢢにదしたղମ޻法がٻΊΒΕるέʔスが૿
えると予૝さΕる。ดܕ࠯ղମ޻法である「テίレッ
ϓシステム」がকདྷの௒高層ղମ޻法にお͚るඪ४的
手法の一つになるようにߋなるٕज़の޲上に౒Ίた
い。

 

写真─ 8　ジャッキダウン実施状況（内観）

写真─ 9　ジャッキダウン実施状況（外観）
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